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二
学
年
最
大
の
行
事
で
あ
る

校
外
研
修
が
、
昨
年
十
一
月
二

十
九
日
か
ら
十
二
月
二
日
ま
で

の
三
泊
四
日
で
行
わ
れ
た
。
行

き
先
は
、
広
島
・
長
崎
・
沖
縄

の
三
方
面
で
あ
る
。
二
〇
〇
〇

年
度
よ
り
実
施
し
て
き
た
平
和

学
習
の
一
環
と
し
て
、
事
前
研

修
を
積
み
重
ね
た
上
で
最
後
に

現
地
を
訪
れ
平
和
に
つ
い
て
学

び
、
命
の
尊
さ
を
再
認
識
す
る

こ
と
が
目
的
で
あ
る
。
ま
ず
は

大
き
な
事
故
等
も
な
く
、
無
事

に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ホ
ッ
と

し
て
い
る
。
し
か
し
、
実
施
に

至
る
ま
で
に
は
い
ろ
い
ろ
な
気

苦
労
が
多
く
、
何
か
と
大
変
で

あ
っ
た
。

四
月
当
初
、
各
ク
ラ
ス
の
行

き
先
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
圧

倒
的
に
広
島
希
望
が
多
く
（
九

ク
ラ
ス
中
七
ク
ラ
ス
）、
な
か
な

か
決
ま
ら
な
か
っ
た
。
沖
縄
は

担
任
の
意
向
も
あ
り
す
ん
な
り

と
決
ま
っ
た
が
、
広
島
と
長
崎

は
、
結
局
公
開
抽
選
で
決
め
る

こ
と
と
な
っ
た
。
抽
選
に
当

た
っ
た
四
ク
ラ
ス
が
広
島
に
行

く
こ
と
に
な
り
、
外
れ
た
三
ク

ラ
ス
は
長
崎
と
な
っ
た
。
生
徒

た
ち
が
行
き
た
い
と
こ
ろ
に
行

か
せ
て
や
り
た
い
と
思
っ
た
が
、

榴ケ岡高等学校教諭 砂田 泰宏

前
年
度
の
う
ち
に
広
島
四
ク
ラ

ス
、
長
崎
三
ク
ラ
ス
、
沖
縄
二

ク
ラ
ス
の
旅
行
手
配
を
し
て
い

る
た
め
、
そ
う
も
い
か
な
か
っ

た
。
ク
ラ
ス
を
ば
ら
ば
ら
に
し

て
行
く
こ
と
も
考
え
た
が
、
ク

ラ
ス
内
の
友
人
と
の
つ
な
が
り
、

校 外 研 修 雑 感

愚
か
な
こ
と
に
、
教
員
と
な
っ
て
初
め
て
、

人
の
別
れ
が
、
見
送
る
側
と
見
送
ら
れ
る
側

の
別
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
爾
来
、
多
く
の

学
生
を
見
送
り
ま
し
た
。
毎
日
、
お
は
よ
う

ご
ざ
い
ま
す
と
言
っ
て
研
究
室
に
顔
を
出
し

た
学
生
の
多
く
と
は
、
別
れ
の
あ
い
さ
つ
を

交
わ
し
て
よ
り
逢
う
機
会
を
得
て
い
ま
せ
ん
。

教
員
ほ
ど
出
会
い
に
恵
ま
れ
る
仕
事
は
無
い

で
し
ょ
う
が
、
別
れ
の
多
い
仕
事
も
無
い
こ

と
で
す
。

三
年
前
よ
り
園
児
を
見
送
る
務
め
が
加
わ

り
ま
し
た
。
学
生
と
異
な
り
、
卒
園
児
の
多

く
が
近
隣
に
住
ん
で
い
ま
す
の
で
、
行
事
の

際
に
顔
を
見
せ
て
く
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
年
代
の
子
供
の
成
長
は
早
く
、

か
つ
て
は
走
り
寄
っ
て
来
た
園
児
た
ち
も
、

身
長
が
伸
び
、
遠
く
か
ら
は
に
か
み
な
が
ら

会
釈
を
す
る
に
止
ま
る
も
の
で
す
。

キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
が
別
れ
で
あ
る
か
否

か
に
つ
い
て
の
神
学
的
解
釈
は
措
い
て
、
十

字
架
の
下
に
、
オ
ー
ル
ス
タ
ー
キ
ャ
ス
ト
が

集
め
ら
れ
た
こ
と
を
聖
書
は
伝
え
て
い
ま
す
。

そ
の
際
、
キ
リ
ス
ト
に
背
を
向
け
た
の
は
弟

子
た
ち
で
あ
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
は
十
字
架
の

上
か
ら
、
弟
子
た
ち
や
群
衆
を
見
送
っ
た
か

の
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
十
字
架
の
上
で
、
キ

リ
ス
ト
は
わ
た
し
た
ち
に
背
を
向
け
る
こ
と

は
し
な
か
っ
た
の
で
す
。

ラ
ー
ハ
ウ
ザ
ー
記
念
礼
拝
堂
（
土
樋
キ
ャ

ン
パ
ス
）
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
は
キ
リ
ス
ト

の
再
臨
を
描
い
て
い
ま
す
が
、「
天
に
行
か
れ

る
の
を
あ
な
た
が
た
が
見
た
の
と
同
じ
有
様

で
、
ま
た
お
い
で
に
な
る
」（
日
本
聖
書
協
会

『
新
共
同
訳
聖
書
』

新
約
聖
書：

使
徒
言

行
録
一
章
十
一
節
）
と
の
天
使
の
言
葉
に
よ

れ
ば
、
キ
リ
ス
ト
は
昇
天
の
際
に
も
、
わ
た

し
た
ち
に
か
ら
だ
を
向
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ

た
こ
と
を
描
い
た
も
の
で
し
ょ
う
。

キ
リ
ス
ト
の
視
線
を
感
じ
る
こ
と
に
お
い

て
、
わ
た
し
た
ち
の
自
己
が
確
立
し
て
い
る

と
す
れ
ば
、
わ
た
し
た
ち
も
ま
た
、
教
育
の

場
に
あ
っ
て
、
子
供
た
ち
に
常
に
目
を
向
け

て
い
く
べ
き
で
し
ょ
う
。
卒
園
し
て
わ
ず
か

な
期
間
で
は
に
か
む
よ
う
に
な
る
程
成
長
の

早
い
、
そ
の
貴
重
な
幼
稚
園
時
代
に
対
し
て
、

わ
た
し
た
ち
は
責
任
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、

卒
園
し
た
後
も
、
見
送
ら
れ
た
体
験
を
通
し

て
、
東
北
学
院
幼
稚
園
の
卒
園
児
と
し
て
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
立
っ
て
成
長
す
る
こ

と
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

〈
長
島

慎
二
〉

見
送
る
別
れ

結
び
つ
き
を
深
め
て
も
ら
う
意

味
も
あ
っ
て
、
最
終
的
に
は
ク

ラ
ス
単
位
で
行
く
こ
と
に
し
た
。

行
き
先
が
決
ま
っ
た
後
、
校

外
研
修
の
意
義
や
平
和
学
習
に

つ
い
て
、
副
校
長
先
生
に
講
話

し
て
い
た
だ
き
、
平
和
学
習
を

ス
タ
ー
ト
し
た
。
Ｌ
Ｈ
Ｒ
を
利

用
し
て
何
回
か
平
和
学
習
を

行
っ
た
が
、
平
和
に
つ
い
て
学

ぶ
こ
と
の
難
し
さ
を
痛
感
し
た
。

ビ
デ
オ
で
原
爆
に
つ
い
て
の
映

像
を
見
て
も
、「
か
わ
い
そ
う
」

と
い
う
感
想
で
終
わ
っ
て
し
ま

う
こ
と
が
多
か
っ
た
。
実
体
験

の
な
い
私
た
ち
が
原
爆
を
伝
え

て
い
く
こ
と
の
難
し
さ
を
感
じ
、

試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら

平
和
学
習
を
進
め
て
い
っ
た
。

そ
し
て
、
校
外
研
修
当
日
、

実
際
に
現
地
を
訪
れ
、
原
爆

ド
ー
ム
や
平
和
記
念
資
料
館
を

見
学
し
た
。
意
外
な
ほ
ど
に
熱

心
に
見
て
回
る
生
徒
の
姿
が
多

く
、
安
心
し
た
。
学
校
で
の
平

和
学
習
の
時
と
は
違
い
、
実
際

に
自
分
の
目
で
見
て
何
か
を
感

じ
た
よ
う
で
あ
っ
た
。
そ
の
日

の
夜
に
は
被
爆
体
験
者
の
講
話

を
聞
き
、
原
爆
の
悲
惨
さ
、
戦

争
の
む
ご
さ
を
感
じ
取
っ
た
生

徒
も
い
た
よ
う
だ
。
講
話
者
の

方
の
「
絶
対
に
戦
争
を
し
て
は

な
ら
な
い
」
と
い
う
言
葉
が
、

今
で
も
耳
に
残
っ
て
い
る
。
実

際
に
自
分
の
目
で
見
る
こ
と
の

大
切
さ
を
感
じ
取
っ
た
生
徒
た

ち
が
、
何
か
の
機
会
に
高
校
時

代
に
訪
れ
た
地
を
思
い
出
し
、

再
び
平
和
に
つ
い
て
考
え
る
こ

と
が
で
き
た
ら
、
今
回
の
校
外

研
修
も
意
味
の
あ
る
も
の
に
な

る
の
だ
と
思
う
。

平
和
学
習
後
は
、そ
れ
ぞ
れ
の

地
で
思
う
存
分
観
光
を
楽
し
ん

だ
よ
う
で
あ
る
。あ
ま
り
に
楽
し

み
す
ぎ
て
、携
帯
電
話
や
自
宅
に

買
っ
た
お
土
産
ま
で
、ホ
テ
ル
に

忘
れ
て
く
る
者
が
多
か
っ
た
。ダ

ン
ボ
ー
ル
箱
三
個
が
学
校
に
届

い
た
と
き
に
は
、思
わ
ず
苦
笑
し

て
し
ま
っ
た
。日
本
は
平
和
だ
と

あ
ら
た
め
て
思
う
と
同
時
に
、来

年
度
に
向
け
て
ま
た
大
き
な
お

土
産
（
課
題
）
が
で
き
て
し
ま
っ

た
こ
と
を
痛
感
し
た
。今
年
度
の

反
省
を
来
年
度
の
二
学
年
に
引

継
ぎ
、よ
り
充
実
し
た
校
外
研
修

に
な
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い

と
思
う
。
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１.８３６５６４３６５１１２６英文学科（昼間主コース）

文 学 部 １.３５７７４７４１２英文学科（夜間主コース）

１.８４７２１.０１１１２キリスト教学科

３.２１０２３３１８２.５２０５５１１５１６７５歴 史 学 科

１.９８９８１,７０２１,７１９２４５経済学科（昼間主コース）

経済学部
１.６９３１４８１４９２５経済学科（夜間主コース）

２.２４６１９９７１,０１０１３９経営学科（昼間主コース）

２.８４４１２２１２４１５経営学科（夜間主コース）

３.１１５３４６９１５２.３４３９１,０２２１,０３９１６１法 律 学 科法 学 部

１.９８３１５５６１.４１６０２３１２３４４４機械知能工学科

工 学 部
１.７８１１３９６１.６１６９２７３２７６４４電気情報工学科

１.３６０７９６１.２１０５１２９１３３３５電 子 工 学 科

１.９７４１４２６１.８１０６１９６１９７３５環境建設工学科

３.８６５２４９５３.１１４２４４６４５７５０人 間 科 学 科

教養学部
２.５９０２２７５１.６１７３２８４２９１５０言 語 文 化 学 科

３.５６５２２６８１.７１４６２４９２５６５０情 報 科 学 科

２.３８７２０２５２.４１１４２７８２８１５０地 域 構 想 学 科

２.６８６４２,２２６７２２.０３,６７８７,３０６７,４０８１,１５８合 計
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少
子
化
の
影
響
が
鮮
明
ににににににににににににににににににににに

志
願
者
を
学
科
別
に
み
て
み
る

と
、
教
養
学
部
人
間
科
学
科
が
三

年
連
続
で
増
加
、
経
営
学
科
昼
間

主
・
夜
間
主
コ
ー
ス
と
工
学
部
環

境
建
設
工
学
科
が
前
年
比
増
加
と

な
っ
た
も
の
の
、
全
体
的
に
は
前

年
度
よ
り
八
・
〇
％
減
少
し
厳
し

い
状
況
で
あ
る
。
定
員
に
対
す
る

倍
率
は
教
養
学
部
人
間
科
学
科
が

最
も
高
く
、
次
い
で
経
営
学
科
夜

間
主
コ
ー
ス
、
歴
史
学
科
と
続
い

て
い
る
。
ま
た
、
出
身
県
別
で
は

宮
城
県
出
身
者
が
六
十
四
・
二
％

で
、
東
北
六
県
出
身
者
で
は
九
十

六
・
〇
％
と
志
願
者
が
宮
城
県
に

集
中
す
る
傾
向
は
よ
り
鮮
明
と

な
っ
た
。
志
願
者
全
体
に
お
け
る

女
子
の
割
合
は
三
十
二
・
二
％
で

あ
っ
た
。

一
方
、
合
格
者
数
は
、
五
学
部

合
わ
せ
て
三
千
六
百
七
十
八
人
で
、

受
験
者
七
千
三
百
六
人
に
対
す
る

実
質
倍
率
は
二
・
〇
倍
と
昨
年
比

〇
・
二
ポ
イ
ン
ト
減
少
。
合
格
者

に
占
め
る
女
子
の
数
は
千
三
百
十

四
人
で
全
体
の
三
十
五
・
七
％
、

ま
た
宮
城
県
内
出
身
者
の
割
合
は

六
十
二
・
八
％
と
前
年
比
一
％
増

で
あ
っ
た
。

ま
た
、
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試

験
利
用
入
学
試
験
の
合
格
発
表
も

行
わ
れ
、
五
学
部
十
一
学
科
に
二

千
二
百
二
十
六
人
が
志
願
し
、
八

百
六
十
四
人
が
合
格
し
た
。

前
期
日
程
を
振
り
返
り
、
飛
田

善
雄
入
試
部
長
は
「
国
立
大
の
法

人
化
以
降
の
積
極
的
な
学
生
募
集

広
報
が
進
む
な
ど
、
私
立
大
学
が

置
か
れ
て
い
る
状
況
は
厳
し
い
」

と
述
べ
、
続
い
て
「
十
八
歳
人
口

の
減
少
傾
向
が
比
較
的
緩
や
か
な

東
北
地
方
で
は
、
関
東
・
関
西
方

面
の
私
大
の
地
方
入
試
の
進
出
が

相
次
ぎ
、
地
元
に
根
ざ
し
た
本
学

も
、
生
き
残
り
を
か
け
た
本
格
的

な
受
験
生
獲
得
の
新
た
な
局
面
に

突
入
し
た
。
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー

試
験
利
用
入
試
導
入
に
よ
る
志
願

者
確
保
や
推
薦
入
試
・
ア
ド
ミ
ッ

シ
ョ
ン
ズ
・
オ
フ
ィ
ス
入
試
制
度

の
充
実
な
ど
の
策
と
と
も
に
学
部

学
科
の
改
組
新
設
な
ど
を
実
施
し

て
き
た
が
、
さ
ら
に
地
域
社
会
や

受
験
生
の
動
向
を
踏
ま
え
、
来
年

度
以
降
も
よ
り
積
極
的
な
学
生
募

集
の
多
様
化
策
を
講
じ
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
る
。
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食
べ
て
遊
ん
で
元
気
よ
く
鎧

二
月
の
幼
稚
園
だ
よ
り

三
学
期
も
半
ば
を
過
ぎ
、
卒
園
・

進
級
を
前
に
友
達
同
士
た
っ
ぷ
り

触
れ
合
い
、
寸
暇
を
惜
し
ん
で
活

動
や
遊
び
を
繰
り
広
げ
て
い
る
子

供
た
ち
で
す
。

例
年
に
比
べ
て
、
寒
さ
厳
し
く

雪
の
多
か
っ
た
冬
休
み
、「
雪
だ
る

ま
作
っ
た
よ
」「
雪
合
戦
し
た
ん

だ
」「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
家
に
い
っ
て
き
た
ん
だ

よ
」
と
冬
休
み
中
、
楽
し
い
経
験

を
た
く
さ
ん
し
て
き
た
子
供
た
ち
。

一
月
は
、
先
生
や
友
達
と
、
こ
ま

回
し
や
カ
ル
タ
取
り
、
は
ね
つ
き

な
ど
の
お
正
月
遊
び
を
楽
し
み
ま

し
た
。
最
初
は
な
か
な
か
続
か
な

か
っ
た
は
ね
つ
き
も
、
日
を
追
う

ご
と
に
う
ま
く
な
り
、
カ
ー
ン
、

カ
ー
ン
と
羽
根
の
音
が
響
く
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
利
用
し

た
、
凧
作
り
も
盛
ん
に
行
わ
れ
ま

し
た
。
自
分
で
作
っ
た
凧
を
持
っ

て
、
外
を
元
気
に
走
る
と
自
然
に

風
を
受
け
て
凧
が
高
く
上
が
り
、

「
見
て
外

上
が
っ
た
上
が
っ
た

外
」
と
喜
々
と
し
た
顔
が
、
園
庭

で
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
見
ら
れ
ま
し

た
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ふ
た
で
作

る
コ
マ
作
り
も
、
一
生
懸
命
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
強
い
コ
マ
、か
っ

こ
い
い
コ
マ
を
作
ろ
う
と
マ
ジ
ッ

ク
で
色
を
塗
り
重
ね
た
り
、
ま
わ

し
方
を
練
習
し
た
り
、
は
り
き
っ

て
い
ま
す
。

一
月
二
十
七
日
に
は
、
み
ん
な

が
待
ち
に
待
っ
て
い
た
恒
例
の
餅

つ
き
。
今
年
は
天
候
に
恵
ま
れ
、

雪
の
心
配
も
な
く
、
園
庭
中
央
に

お
か
れ
た
臼
の
周
り
に
は
、
興
味

津
々
の
子
供
た
ち
で
黒
だ
か
り
と

な
り
、
自
分
の
番
が
早
く
こ
な
い

か
な
と
、
わ
く
わ
く
し
て
待
っ
て

い
ま
し
た
。
重
い
杵
を
手
伝
っ
て

も
ら
い
な
が
ら
、
真
剣
な
表
情
で

「
ヨ
イ
シ
ョ
外
」
と
一
振
り
、
二

振
り
、
力
い
っ
ぱ
い
つ
き
ま
し
た

（
写
真
）。
つ
き
た
て
の
お
餅
は
、

お
母
さ
ん
た
ち
の
協
力
を
得
て
、

み
た
ら
し
、
あ
ん
こ
、
胡
麻
、
き

な
こ
、
の
り
餅
と
五
種
類
の
味
が

用
意
さ
れ
ま
し
た
。「
早
く
、
食
べ

た
ー
い
」
と
待
ち
き
れ
な
い
様
子

の
子
供
た
ち
。
自
分
の
好
き
な
お

餅
の
コ
ー
ナ
ー
に
一
目
散
に
並
び
、

何
回
も
お
か
わ
り
を
し
て
満
足
顔
。

「
八
回
お
か
わ
り
し
た
よ
」「
冊
冊

餅
が
お
い
し
か
っ
た
」
と
そ
れ
ぞ

れ
舌
鼓
を
う
ち
な
が
ら
、
お
な
か

い
っ
ぱ
い
食
べ
ま
し
た
。

〈
幼
稚
園
〉
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前
期
日
程
志
願
者
と
合
格
者
状
況

平
成
十
八
年
度
大
学
入
学
者

選
抜
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験

（
独
立
行
政
法
人
大
学
入
試
セ

ン
タ
ー
主
催
）
が
一
月
二
十
一
日

と
二
十
二
日
に
東
北
学
院
大
学

土
樋
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
も

実
施
さ
れ
た
。
本
学
を
会
場
に
し

て
セ
ン
タ
ー
試
験
が
行
わ
れ
る

の
は
初
め
て
。

当
日
は
、
心
配
さ
れ
た
降
雪
な

ど
に
よ
る
交
通
機
関
の
乱
れ
も
な

く
、
朝
早
く
か
ら
多
く
の
受
験
生

が
土
樋
キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
れ
開
門

と
同
時
に
係
員
の
誘
導
で
足
早
に

受
験
会
場
へ
。

二
〇
〇
三
年
度
か
ら
導
入
さ
れ

た
「
ゆ
と
り
教
育
」
を
掲
げ
、
教

え
る
内
容
を
削
減
し
た
新
学
習
指

導
要
領
で
学
ん
だ
高
校
生
が
初
め

て
挑
む
試
験
で
、
初
日
の
試
験
は

公
民
、
地
理
歴
史
、
国
語
、
外
国

語
。
外
国
語
の
英
語
で
は
Ｉ
Ｃ
プ

レ
ー
ヤ
ー
を
聴
い
て
解
答
す
る
リ

ス
ニ
ン
グ
（
聞
き
取
り
）
試
験
が

初
め
て
導
入
さ
れ
た
。
当
初
よ
り

心
配
さ
れ
た
よ
う
に
、
各
地
の
会

元
東
北
学
院
理
事
・
大
学
名
誉

教
授
で
元
文
学
部
教
授
の
ウ
ィ

リ
ア
ム
・
Ｃ
・
メ
ン
セ
ン
デ
ィ
ク

氏
が
、
二
月
十
三
日
に
逝
去
さ
れ

た
。
八
十
歳
。

メ
ン
セ
ン
デ
ィ
ク
氏
は
、
一
九

四
五
年
米
国
イ
リ
ノ
イ
州
エ
ル
ム

ハ
ー
ス
ト
大
学
哲
学
科
卒
。
一
九

五
七
年
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
大
学
院

宗
教
学
科
修
了
。
一
九
四
八
年
東

北
学
院
中
学
校
に
赴
任
。
一
九
六

五
年
東
北
学
院
大
学
教
授
。
一
九

九
三
年
定
年
退
職
。
一
九
七
八
年

東
北
学
院
理
事
に
就
任
、
一
九
九

一
年
ま
で
本
学
院
の
理
事
と
し
て

尽
力
。
定
年
退
職
後
も
嘱
託
教
授

と
し
て
務
め
た
。
一
九
九
三
年
東

北
学
院
大
学
名
誉
教
授
。

ま
た
、
宣
教
師
と
し
て
二
十
五

年
間
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
に
熱
心
に

携
わ
り
、
各
種
関
係
機
関
に
従
事

す
る
な
ど
牧
会
の
要
職
も
務
め
て

い
た
。
東
北
学
院
百
周
年
記
念
式

に
て
功
労
者
（
宣
教
師
）
と
し
て

表
彰
。

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
哲
学
博
士
。

イ
ー
デ
ン
神
学
大
学
名
誉
神
学
博

士
号
。

遺
族
連
絡
先

580
W
est8th

St.

Clarem
ont,CA

91711
U
SA

M
rs.B
arbara

M
ensendiek

本
学
院
元
理
事
・
大
学
名
誉
教
授

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
Ｃ
・
メ
ン
セ
ン
デ
ィ
ク
氏
逝
去

頑
顔

眼
眼

眼
眼

眼
眼

眼
眼

眼
眼

眼
眼

眼
眼

眼
眼

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験

東
北
学
院
大
学
で
も
開
催

場
で
Ｉ
Ｃ
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
音
声
が

聞
き
取
り
に
く
く
な
る
な
ど
の
ト

ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
が
、
本
学
会

場
で
は
起
き
な
か
っ
た
。
二
日
目

は
数
学
、
理
科
が
行
わ
れ
二
日
間

滞
り
な
く
終
了
し
た
。

土
樋
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
志
願
者

数
は
九
百
八
十
人
。
九
時
三
十
分

か
ら
夕
方
ま
で
に
か
け
て
各
教
科

の
問
題
に
取
り
組
ん
だ
。

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
と
、

少
子
化
を
反
映
し
全
国
の
志
願
者

は
前
年
比
一
万
八
千
五
百
六
十
八

人
減
の
五
十
五
万
千
三
百
八
十
二

人
で
、
三
年
連
続
の
減
少
。
同
セ

ン
タ
ー
試
験
を
利
用
す
る
国
公
私

立
大
の
総
入
学
定
員
に
対
す
る
倍

率
は
三
・
五
倍
と
過
去
最
低
と

な
っ
た
。

名名名 倍倍名名名名
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